
 

令和２年度 那須烏山市立烏山中学校 学校評価報告書  

※那須烏山市教育振興ビジョンとの関連                           

項
目 

 
※ 

重点目標・具体策 
（○：市の重点目標） 取組状況・成果・課題 改善策 学校関係者の評価者の意見等 

学
校
運
営
・
教
育
課
程 

 
２ 
(1) 
(10) 

 
○「生きる力」を育む特
色ある教育課程の編
成、実施に努める。 

・学校目標の具現化をめざし、感染症対
策を講じながら生徒の主体的な活動を
促す教育課程の実施に努めた。 

・授業力向上をめざし相互授業参観や「め
あて」の明確化、「振り返り」の活用に
取り組んだ。 

・１・2年生ではコミュニケーションの技
術の向上を図る活動（ソーシャルスキ
ルトレーニング）を取り入れた。 

・さらに主体的な活動ができるように、生
徒が自分で考え判断し、自己有用感を高
めることができるような教育課程の編成
に努める。 

・授業力向上のために、校内研修の内容を
充実させていく。 

・ＰＤＣＡサイクルを生かして行事や各種
活動の充実に努める。 

・感染症対策を講じながら、行事等工

夫して実施されていた。さらに生徒が

主体となる活動を展開していってほ

しい。 

・「めざす学校像」を明確化し、今後

もその具現化に向けた取り組みを推

進してほしい。 

 

 
●「めざす学校像」の具
現化に向けて本年度の
努力点の重点化を図
り、指導の充実に努め
る。 

・授業実践を通した授業改善や指導力の
向上に努めた。ＩＣＴ機器を積極的に
活用して、わかる楽しい授業を推進し
た。教員同士で互いに授業参観し指導
力の向上に努めた。 

・ともに認め合い学びに向かう集団づく
りに努めた。道徳の授業を中心に「ロ
ーテーション道徳」や「ハートフルタ
イム」など道徳教育の推進を図った。 

・主体的な活動を通して自主的・協働的
な集団づくりに努めた。生徒会活動の
活性化に努めた。キャリア教育の充実
に努め「キャリアパスポート」の蓄積
を実践した。 

・ＩＣＴ機器を活用（特にタブレット）し
た授業の推進をし、ＩＣＴ機器活用研修
の充実を図る。 

・道徳の時間で学んだことを実践できるよ
うな活動や行事を取り入れていく。 

・地域の資源を生かした学習や活動を年間
計画に位置づけ、実践活動の蓄積をして
いく。 

学
習
指
導 

 
２ 
(2) 
(5) 
(7) 
(10) 

○知的学力を保障し、学
ぶ意欲を引き出し、コ
ミュニケーション能力
を育む確かな指導力に
裏付けられた質の高い
授業の展開に努める 

・主体的・対話的で深い学びの実践をめ
ざし、ＩＣＴ機器の活用やホワイトボ
ードなどを用いた協働的な学習、課題
解決的な学習などを実施してきた。 

・生徒の主体性を高める手立てとして、
授業における「めあて」の明確化と「ふ
り返り」の実践を展開した。 

・生徒が主体的に学ぶことのできる教材や
教具、指導方法の共有を図るために、学
習指導部会を時間割上に位置づける。 

・現職教育と連携して研修の機会を確保す
る。 

・ねらいに即した「ふり返り」を実践し、
その効果を検証していく。また、生徒の
主体性の変容を質問紙などで調査してい
く。 

・学力向上には、学ぶ楽しさを味わわ

せることが大切である。教える側も学

ぶ側も楽しいと思える授業を展開し

てほしい。 

・ＩＣＴ活用は、生徒主体の学習で効

果的な活用の方法や不登校等の学び

の保障もつながる活用の方法を研修

してほしい。 

●授業実践を通した授業
改善及び指導力の向上
を図る。 

・外部機関と連携して授業研究会を２回
実施し、学校課題である「主体的に学
びに向かう生徒の育成」を視点として
研究協議を行った。 

・相互授業参観を年２回実施し、他教科・
他学年の授業を見ることで、指導法や
情報の共有ができた。 

・研究授業や授業研究会の回数を通して、
生徒の学びを見取る力を養い、更なる授
業力の向上を図ることできるようにす
る。外部との連携を更に進め教職員が新
しい学力観に基づいた授業を展開できる
ようにする。 

・相互授業参観を継続するとともに、指導
法の共有を図り、生徒理解・生徒指導に
生かすことができるようにする。 



 

児
童
生
徒
指
導 

 
２ 
(3) 
(4) ○学級を核とした、相互

理解に基づく望ましい
集団づくりに努める。 

・学級ごとに行った「あいさつ週間」は、
期間後も、生徒が主体となり活動を継
続する姿が見られた。 

・行事等を通して、相互理解に基づいた
集団づくりに努めた。 

・ＳＣやＳＳＷｒ、すこやか推進室等、
諸機関との連携を図り情報を共有し、
生徒指導に生かした。 
 

・学級ごとに行っている主体的な活動を、 
学年や学校全体に広めていく。学年集会
や生徒会活動、全校集会などで承認した
り、広めたりしていく。 

・今後もＳＣやＳＳＷｒ、すこやか推進室
等と連携して、生徒理解に努め指導に生
かしていく。 
 
 

・生徒が考える場面を設定し、成功体

験を味わわせることで自信をもたせ、

主体性やリーダーシップの育成を図

ってほしい。 

・外部との連携を密にし、思春期の心

のケアに努めてほしい。 

●ともに認め合い、学び
に向かう集団づくりに
努める。 

・各教科や道徳、特別活動等を通して、
生徒が互いに認め合う雰囲気づくりに
努めた。 

・意図的に賞賛の場を設けることで自己
肯定感の高揚を図り、自信をもって活
動できるよう努めた。 

・当たり前のことがきちんとできる生徒
の育成に努めた。 
 

・個人の認め合いだけでなく、学級など 
の集団での認め合いも行っていく。 

・きちんとやっている生徒を承認すること
で、よい雰囲気を作っていく。 

・行事や特別活動、部活動などを通して、 
主体的な活動を促し、リーダーの育成を
図る。 

特
別
支
援
教
育 

 
２ 
(6) ○関係諸機関と適切な連

携を図った、児童生徒
一人一人に応じた指導
に努める。 

・関係機関との連携を図り、生徒理解に
努め有効に活用できた。 

・関係機関からの助言や情報を基に、家
庭とも情報共有し、一人一人に応じた
支援に役立てることができた。 

・関係機関との連携なくしては支援が成り
立たないので、今後も連携に努めていく。 

 
 
 
 
 

・生徒一人一人の理解に努め、関係機

関との連携を図りながら、個に応じた

支援を行ってほしい。 

 

●個別の応援計画の作成
と活用を徹底し、一人
一人を大切にした指導
に努める。 

・一人一人の課題を明確にして、個別の
教育支援計画を作成し、よいところを
伸ばすながら様々な手立てを考え支援
に努めた。 

・個別の教育支援計画をさらに指導に生か
すために、支援機関一覧の引継ぎの方法
等、改善策を考えたい。 

・教育機関一覧はデータベースで引き継ぐ
か、紙ベースで朱書訂正しながら加筆し
ていく等の工夫をする。 

保
健
・
安
全
管
理 

 
 
２ 
(8) 

○心身ともに健康で明る
く安全な生活を送るた
めの基礎が培われるよ
う、健康教育の充実に
努める。 

・感染症の予防対策について、三師との
連携を図り、生徒に働きかけ実践に努
めた。体温測定をすることで、自分の
健康に興味関心をもつ機会となった。 

・保健だより等を通して、感染症に関す
る知識の普及に努めた。 

・生徒の体調、傷病の状況等について、
職員間での連携を図り、早期対応に努
めた。 

・今後も継続して感染症予防を実践し、正
しい知識を情報として発信し、その定着
に努める。 

・感染症に対する環境整備の充実を図りた
い。 

・体を動かすことを目的とした、家庭でで
きる運動を紹介し、家庭でも適度な運動
をするよう働きかけていく。 
 

・今後も感染症等の予防に努め、生徒

の健康管理に努めてほしい。 

・安全については、登下校やバス乗車

等、保護者への啓発を含めて協力体制

を整え、今後も事故のないように努め

てほしい。 ●心身共に健康で明るく
安全な生活を送るため
の基礎が培われるよ
う、安全教育の充実に
努める。 

・安全指導計画に基づき、交通安全教室
とバス乗車指導を実施した。また、Ｐ
ＴＡと連携しバス乗車指導や下校指導
を行い、乗車のマナーや下校時の安全
について現地指導をした。 

・休み時間の過ごし方等を指導し、けが
の防止に努めた。 

・定期的な乗車指導を実施し、継続的に指
導する。バス乗車による注意事項を保護
者と共有し、家庭と連携することで、よ
り安全な乗車ができるようにする。 

・生徒の安全に対する意識を高め、安全な
行動をとることができるよう取り組んで
いく。 



 
 
 
 
地
域
と
の
連
携 

 
２ 
(5) 
(9) 

○地域連携教員を要とし
て、地域の特性を生か
した教育活動を展開
し、地域に根ざした特
色ある開かれた学校づ
くりに努める。 

 
・郷土芸能部の活動として地域の協力の
もと、定期的にお囃子の練習活動が行
われ、披露する機会をもつことができ
た。 

・学校ホームページを通して、地域や保
護者に情報を発信した。 

 
・山あげ祭り、町おこしなど、地域に抱負
に散在する人材を積極的に活用する工夫
をする。 

・ホームページや各種たよりの充実に努め
積極的に情報を発信する。 

・開かれた学校をめざし、地域連携教

員や地域コーディネーターを中心と

した活動が展開されてきた。より充実

した活動を期待したい。 

・子供たちを学校と地域で育てていく

という認識にたち、長く継続して取り

組んでいくことが大切である。 

 
●地域と連携した特色あ
る活動を推進する。 

 
・総合的な学習の時間を通して、地域の
現状や課題を学ぶ機会を設けた。 

・地域おこし協力隊経験者や職業人を迎
えて講話を実施し、働くことの意義や
心構えなどを聞くことができた。 

・地域コーディネーターや生涯学習課と
連携して学校行事や授業等のサポー
ト、人材・資材等の支援を受けること
ができた。また、生徒とともに校庭の
緑化活動に取り組んだ。 

・ジオパーク構想推進協議会に参加し地
域の歴史、自然について解説をいただ
いた。 

 
・地域の方々との連携を進め、企画から提
案や助言を生かし行事や授業を展開して
いく。 

・公民館や生涯学習課との連携では、校内
だけにとどまらず、市の行事等の活動に
発展していく。 

・地域連携教員を中心とし、地域コーディ
ネーターのとの連携を図り、生徒の活動
の活性化に努める。 

・小学校や烏山高校「烏山学」との連携を
図り、総合的な学習の時間の課題やテー
マづくりを進めていく。 
 

 


